
正受庵を気にかけた
山岡鉄舟と高橋泥舟
その生涯と禅修行
   

私
は
今
、
飯
山
地
区
の
公
民
館

専
門
部
員
を
し
て
い
ま
す
。
公
民

館
活
動
を
し
な
が
ら
、
飯
山
で
の

生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

私
は
、
首
都
圏
へ
進
学
・
卒
業

後
、
就
職
の
た
め
に
約
20
年
前

に
飯
山
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
当

時
は
就
職
氷
河
期
ま
っ
た
だ
な
か

で
、
就
職
活
動
に
苦
労
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

飯
山
（
有
尾
区
）
へ
帰
っ
て 

き

た
こ
ろ
は
、
有
尾
区
に
は
歳
の
近

い
方
が
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
５
、６
年
が
過
ぎ
て
い
く
と
、

有
尾
区
に
も
同
世
代
が
だ
ん
だ
ん

と
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
先

輩
、
同
級
生
、
年
下
、
少
し
ず
つ

同
世
代
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
何

と
な
く
勝
手
に
で
す
が
、「
自
分

が
地
元
区
へ
戻
っ
て
く
る
パ
タ
ー

ン
の
モ
デ
ル
み
た
い
な
感
じ
に
な

れ
ば
い
い
か
な
。」
と
考
え
て
い
た

の
で
、
地
区
外
の
方
か
ら
有
尾
区

は
、「
若
い
人
が
増
え
た
な
ぁ
、
こ

ん
な
に
若
い
人
い
た
っ
け
？
」
な

ん
て
言
わ
れ
る
こ
と
が
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
３
月
に
北
陸
新
幹

線
飯
山
駅
が
開
業
し
て
か
ら
は
、

首
都
圏
、
北
陸
圏
等
と
の
時
間
的

な
距
離
が
近
く
な
り
、
本
当
に
便

利
で
様
々
な
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
新
幹
線
の
駅
が
あ
る

こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
飯
山
は
冬
期
間
の
雪
で
大
変

で
す
が
、
自
然
が
あ
り
、
住
環
境

も
よ
く
、
新
幹
線
や
高
速
道
路

も
近
い
の
で
便
利
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
の
関
係
で

は
、飯
山
市
こ
ど
も
館
「
き
ら
ら
」

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
仕
事
の
帰

り
な
ど
に
「
き
ら
ら
」
に
息
子
を

迎
え
に
行
き
ま
す
が
、
非
常
に
助

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
飯

山
な
の
で
も
っ
と
若
者
世
代
に
住

　

飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
で
は
、「
青
少
年
健
全
育
成
で 

功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
」、 

「
特
に
顕
著
な
善
行
を
行
っ
た
青

少
年
」を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
、
団
体
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
推
薦
を
お
願
い
し

ま
す
。
推
薦
方
法
に
つ
き
ま
し
て

は
飯
山
市
公
民
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
推
薦
期
間
】

２
月
14
日
㈮
〜
４
月
16
日 

㈭ 

【
表
彰
基
準
】

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
、
８
年

以
上
活
動
し
た
指
導
者
ま
た
は 

団
体
で
功
績
の
あ
っ
た
も
の
、
お 

よ
び
善
行
を
行
っ
た
青
少
年
で
、 

そ
の
行
為
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と 

認
め
ら
れ
る
も
の
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

飯
山
市
公
民
館　
☎
62
３
３
４
２

青
少
年
指
導
者・
育
成

者
・
善
行
者
表
彰
の
対

象
者
募
集
に
つ
い
て

飯
山
公
民
館
専
門
部
員
　
山
﨑 

裕
晃

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

ふ
る
さ
と
飯
山
っ
て
良
い
と
こ
ろ

令
和
２
年
度 

公
民
館
基
本
方
針
を
確
認

　
は
じ
め
に
、
本
年
１
月
１
日
付

で
秋
津
公
民
館
長
に
就
任
さ
れ
た

関
谷
竹
志
さ
ん
、
常
盤
公
民
館
長

に
就
任
さ
れ
た
峰
村
勇
さ
ん
へ
辞

令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
「
魅
力
に
あ
ふ

れ
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
、

そ
れ
を
担
う
人
づ
く
り
」
を
目
標

に
掲
げ
、
上
記
８
項
目
を
重
点
と

し
た
活
動
を
行
う
と
公
民
館
の
基

本
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

方
針
を
も
と
に
、
地
域
の
実
態
を

踏
ま
え
な
が
ら
各
地
域
の
公
民
館

活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
の
中
で
は
、「
少

子
高
齢
化
」「
定
住
人
口
の
減
少
」

な
ど
の
問
題
か
ら
、
今
後
の
公
民

館
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
地

域
の
方
々
と
考
え
、
学
び
あ
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
話
し
合
い
が

持
た
れ
ま
し
た
。

　
１
月
24
日
、
市
内
各
地
区
館
長
お
よ
び
主
事
が
集
ま
り
館

長
主
事
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、
令
和
２
年
度
飯
山
市
公
民

館
事
業
の
基
本
方
針
（
案
）、
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。

「
社
会
教
育
」
を
基
盤
と
し
た

人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

１ 

地
区
公
民
館
と
の
共
催
事
業

の
充
実

２ 

飯
山
の
魅
力
を
見
つ
め
直
す

事
業
の
充
実

３ 

生
涯
学
習
の
充
実

４ 

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
、
若
者
の
育
成

５ 

成
人
式
の
充
実
と
今
後
に
向

け
て

６ 

女
性
が
輝
く
地
域
づ
く
り
の

充
実

７ 

防
災
拠
点
と
し
て
の
公
民
館

か
ら
の
情
報
発
信

８ 

公
民
館
職
員
の
研
修
の
充
実

【
退
任
公
民
館
長
】

秋
津
公
民
館
長　

清
水　

基
良

常
盤
公
民
館
長　

佐
藤　

一
雄

【
新
任
地
区
公
民
館
長
】

秋
津
公
民
館
長　

関
谷　

竹
志

常
盤
公
民
館
長　

峰
村　

勇

【
再
任
地
区
公
民
館
長
】

木
島
公
民
館
長　

田
中　

好
次

公
民
館
活
動
の
重
点

▲ 秋津公民館長　関谷竹志 さん▲ 常盤公民館長　峰村 勇 さん

ん
で
ほ
し
い
、
戻
っ
て
き
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
の
人
口
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
若

者
世
代
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

若
い
世
代
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
う

た
め
に
、
地
域
と
し
て
、
若
者
世

代
が
「
飯
山
に
帰
る
と
嫌
な
こ
と

や
面
倒
く
さ
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
戻
り
た
く
な
い
。」
と
感
じ

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
こ
と
で

も
、
簡
略
化
や
、
慣
例
で
つ
づ
い

て
い
る
も
の
で
も
省
略
す
る
必
要

も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
紙
媒
体
を
止

め
て
、
Ｉ
Ｔ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
活
用
を

も
っ
と
進
め
る
こ
と
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
若
者
世
代
が
、
進
学

等
で
一
度
飯
山
を
離
れ
た
後
、
就

職
す
る
時
に
は
、
選
択
肢
の
第
１

番
目
と
し
て
考
え
て
も
ら
え
る
よ

う
な
雰
囲
気
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。「
飯
山
っ
て
小
さ
く
て
田
舎
だ

け
ど
、
新
幹
線
が
あ
る
か
ら
都
会

に
も
近
い
し
、
子
育
て
し
易
い
し
、

通
勤
に
も
困
ら
な
い
し
、
何
だ
か

楽
し
そ
う
。
総
合
的
に
考
え
た
ら

飯
山
に
帰
っ
て
も
い
い
か
も
。」
そ

の
よ
う
に
若
者
世
代
に
考
え
て
も

ら
え
る
飯
山
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
な
が
ら
公
民
館
活
動
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

2020.3.7（土）開場13：00/ 開演14：00
飯山市公民館 講堂 参加料　無料

山岡鉄舟、高橋泥舟、二人の仏教との関わりから正受庵の再興について
幕末維新史の歴史学者岩下哲典氏に講演いただきます。

講師

東洋大学文学部史学科教授

氏岩下 哲典
長野県塩尻市出身の歴史学者で専門
は幕末維新史（情報活動史）
【著書】「高橋泥舟―高邁なる幕臣」、
「江戸無血開城―本当の功労者は誰
か？」他多数

飯山雪国大学文化講座

山岡　鉄舟 高橋　泥舟

生
涯

学
習

No.58

飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

だより

公民館報   NO.759
図書館だより　NO.487

飯山の文化財

24

岡山地区、柄山の熊野神社のご
神木とされているケヤキの大樹。
16メートルを超える樹高と、大
きく広がった枝ぶりは荘厳な雰
囲気を創り出している。市指定
天然記念物。

熊野神社のケヤキ

令和2年（2020）　2月15日発行
発行・編集：市民学習支援課
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　※「社会教育関係団体」とは？
　　社会教育関係団体として認定する団体は、概ね次に掲げる団体で、
市民が中心となり社会教育に関する事業・社会貢献活動を行うものです。
　◆青少年教育に関する団体 　◆成人教育に関する団体
　◆体育、スポーツまたはレクリエーションに関する団体
　◆芸能、文化、趣味に関する団体
　◆その他主として広く市民の参加を受け入れる団体

　
公
民
館
が
行
う
事
業
の
柱
の
一

つ
に
社
会
教
育
関
係
団
体
と
し
て

の
、グ
ル
ー
プ・サ
ー
ク
ル
の
育
成・

支
援
が
あ
り
ま
す
。
支
援
の
一
環

と
し
て
公
民
館
利
用
団

体
の
登
録
を
受
け
た
団

体
は
、
使
用
料
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

　

公
民
館
利
用
団
体
の

登
録
は
、
※
社
会
教
育

関
係
団
体
と
し
て
認
め

ら
れ
る
団
体
で
す
。
歌
、

絵
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
英
語
、
オ
カ

リ
ナ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
82
団
体

が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
方
と
の
交
流
、
仲
間
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

通
年
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
い
か
が
で
す
か
。

・
問
合
先　
飯
山
市
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

令
和
２
年
度  

市
公
民
館
利
用
団
体
の
申
請
受
付
開
始

飯山市公民館を利用してみませんか

サキタハヂメ ミュージカルソー
コンサート

　のこぎり楽器「ミュージカルソー」の世界大会で2度優勝。作曲家としても、
Eテレの人気番組「シャキーン !」 の全編音楽を担当するなど、あらゆる分野
で活躍中のサキタハヂメによるコンサート。当日は北信濃子ども合唱団との
コラボステージも予定。

2020.3.14（土）開場13：30 / 開演14：00
一般・中高生 2,500 円　小学生 1,500 円
※未就学児は保護者一人につき一人までひざ上鑑賞無料。
　ただし、席が必要な場合は小学生料金が必要です。

料　金

飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）
　飯山市美術館で開催されている小橋城写真展が 3月4日 ( 水 )で終了します。
開催初日から市内外、県外から写真展をご覧に大勢の方々が来館され、大変好評な写
真展となっています。
　２/2、2/11に行われたギャラリートーク、ギャラリーツアーでは小橋さん本人から写
真撮影にまつわる秘話や鍋倉山の魅力について語っていただきました。
まだご覧になっていない方は、飯山の自然、鍋倉山の素晴らしさを再確認できるこの展
覧会にぜひお越しください。お待ちしております。

ギャラリー展 小橋城写真展「鍋倉の森」終了間近！

お問合せ　飯山市美術館　☎ 62-1501お問合せ：飯山市文化交流館なちゅら　☎67-0311（9:00 ～22:00、火曜日休館）

いいやま菜の花寄席

高校生バンドフェス参加者募集！！

第５回

　卒業式シーズンに合わせ、市内高校生バンドを集めての合同のライブイベントを開催します。バンド、ア
コースティック、DJ等ジャンルは問いません。参加希望の方は下記までお問合せください。

飯山市、飯山市教育委員会、信濃毎日新聞社主　催
【活動期間】 一定期間だけの参加・通年参加のい

ずれも可
【参加対象】 市内の小学校５年生から中学校２年

生まで（新学年）
【募集人数】 １０名　
【募集締切】 令和２年３月１９日（木）
【申 込 先】 飯山市公民館（飯山市子ども会育成

連絡協議会事務局）☎ 62-3342
【そ の 他】  具体的なスケジュールは、４月以降に

参加者へご連絡します。

　飯山市子ども会育成連絡協議会では、飯山市 Jr リーダー研修
の一環として、「菜の花すくーる」への参加者を募集します。
　「菜の花すくーる」は、平成 11 年に瑞穂地区の中高生を中心
に発足した団体で、毎年 5月に行われる菜の花まつりの運営や
会場内の美化、秋の種まきなどを中心に活動しており、平成 25
年には長野県青少年育成県民会議会長表彰も受賞するなど、子
どもたちの成長の場として市内外から高く評価されています。
　自らの手で咲かせた一面の菜の花や自分たちで考えたサービ
スを来場者に提供することで、主体性や積極性を磨くことはも
ちろん、人から喜ばれたり、感謝されるといった体験をとおして、
生きていく上で大切な「やりがい」を実感できる場です。
　頑張った後にはお楽しみも用意されていますので、友だち同
士誘い合ってのみなさんのご参加をお待ちしています。

飯山市 Jr リーダー研修
体験しよう！
菜の花すくーる参加者募集

2020.3.20（金）

開場13：30 / 開演14：00
飯山市文化交流館なちゅら

水・振休2020年5月6日

3,600円　※全席指定・税込料　金

・飯山市文化交流館なちゅら
・セブン -イレブン
・ローソン

プレイガイド (発売日：3月 7日（土）※なちゅら９時、コンビニ10時より販売開始）

三遊亭好楽・兼好一門会

写真：山田雅子

三
遊
亭 

好
楽

三
遊
亭 

兼
好

・ご購入は 1名につき 5枚までとします。
・ご購入後のキャンセル、変更はお受けできません。
・未就学児は入場できません。

注
意
事
項
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飯

山

◇
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

　

飯
山
公
民
館
で
は
、
何
で
も

や
っ
て
み
よ
う
事
業
の
一
環
で「
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
を
今
年
も

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

・
期
日　
３
月
15
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

・
場
所　

飯
山
市
公
民
館

・
定
員　

24
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

・
受
付
開
始　
２
月
25
日
㈫　

午
前
９
時
〜

・
申
込
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

　

詳
細
は
、
別
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋

津

◇
や
し
ょ
う
ま
講
習
会

　
１
月
19
日
、
秋
津
公
民
館
に
お

い
て
「
や
し
ょ
う
ま
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

や
し
ょ
う
ま
は
、
長
野
県
北
信

地
方
を
中
心
に
昔
か
ら
あ
り
、
釈

迦
が
入
滅
さ
れ
た
涅ね

は
ん
え

槃
会
の
２
月

15
日
に
仏
壇
に
供
え
る
米
粉
で
で

き
た
郷
土
食
で
す
。
語
源
は
釈
迦

に
最
後
の
御
供
と
し
て
ヤ
シ
ャ
タ

ラ
妃
が
捧
げ
た
と
こ
ろ
「
や
し
ょ

う
ま
い
」
と
言
わ
れ
た
と
か
、
北

信
地
方
は
馬
と
の
か
か
わ
り
が
深

く
や
せ
馬
の
背
中
に
似
て
お
り

「
や
せ
う
ま
」
か
ら
「
や
し
ょ
う

ま
」
に
な
っ
た
等
の
俗
説
が
あ
り

ま
す
。

　
当
日
は
、28
名
の
参
加
の
な
か
、

更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
が

講
師
と
な
り
パ
ン
ダ
を
中
心
に
作

り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

木

島

◇
第
36
回
木
島
少
年
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
【
中
止
】

　

１
月
26
日
㈰
工
場
団
地
北
側

特
設
コ
ー
ス
に
於
い
て
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
１
月
16

日
大
会
運
営
合
同
会
議
の
席
上

で
、
今
後
も
多
く
の
降
雪
が
見
込

め
な
い
事
か
ら
「
や
む
な
く
中
止
」

の
判
断
が
な 

さ
れ
ま
し
た
。

◇
木
島
振
興
委
員
会
及
び
各
団

体
総
会
・
木
島
地
区
人
権
学
習

会
　

２
月
23
日
㈰
、
午
後
１
時
30

分
か
ら
木
島
公
民
館
に
て
木
島
振

興
委
員
会
及
び
公
民
館
運
営
審

議
会
を
含
め
た
各
団
体
総
会
と

木
島
地
区
人
権
学
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

振
興
委
員
会
の
特
別
委
員
会
・

木
島
公
民
館
運
営
審
議
会
な
ど

13
会
計
の
報
告
と
事
業
計
画
に
つ

い
て
審
議
し
て
頂
き
ま
す
の
で
、

関
係
さ
れ
る
皆
様
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
島
地
区
人
権
学
習

会
は
、
関
係
団
体
総
会
開
会
中

の
午
後
２
時
50
分
か
ら
開
催
し
ま

す
の
で
大
勢
の
ご
参
加
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

瑞

穂

◇
瑞
穂
公
民
館
運
営
審
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
２
月
１
日
、
瑞
穂
公
民
館
運
営

審
議
会
が
開
か
れ
、
令
和
２
年
度

瑞
穂
公
民
館
の
事
業
計
画
・
予
算

に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
の
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
楽
し
い
集
い 

３
月
８
日
㈰

・
瑞
穂
地
区
球
技
大
会

 

６
月
14
日
㈰

・
瑞
穂
地
区
大
運
動
会

 

８
月
30
日
㈰

・
瑞
穂
地
区
文
化
祭
・
駅
伝
大
会

 

10
月
25
日
㈰

　
こ
の
ほ
か
学
習
事
業
を
随
時
開

催
し
て
い
き
ま
す
。
開
催
の
際
は

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

柳

原

◇
第
35
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
開
催
に
つ
い
て

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
食
材
を
求
め

て
柳
原
地
区
内
を
回
る
「
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」

を
開
催
し
ま
す
。
柳
原
地
区
の
皆

さ
ん
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
各
集
落
公
民
館

へ
お
願
い
し
ま
す
。

・
期
日　
３
月
８
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜

・
場
所　

柳
原
公
民
館

外

様

◇
ま
だ
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す

　
「
か
ま
く
ら
の
里
」

　

地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

か
ま
く
ら
祭
り
に
お
い
て
、
外
様

公
民
館
は
イ
ベ
ン
ト
部
会
の
中
核

を
担
い
、
ま
た
、
交
通
部
会
の
一

員
と
し
て
来
場
者
の
駐
車
場
案
内

を
務
め
ま
し
た
。

　
か
ま
く
ら
は
、
３
月
１
日
㈰
ま

で
地
元
の
か
ま
く
ら
応
援
隊
が
維

持
管
理
や
案
内
を
す
る
予
定
（
天

候
等
で
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
）

で
す
。
地
域
の
冬
の
風
物
詩
か
ま

く
ら
の
里
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

常

盤

◇
常
盤
公
民
館
運
営
審
議
会

　

２
月
１
日
午
後
、
各
団
体
の

合
同
総
会
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
、

令
和
元
年
度
事
業･

決
算
報
告
、

令
和
２
年
度
事
業
計
画･

予
算

案
等
を
審
議
し
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
、
新
年
度
公
民
館
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
事
業
は
３
月
22
日
㈰
の

 

太
田
公
民
館
と
共
催
の
囲
碁
・
将

棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ
・
卓
球
大
会

で
す
。
詳
細
は
、
太
田
地
区
の
欄

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
常
盤
地
区
人
権
学
習
会

｢

家
庭
で
は
じ
め
る
片
づ
け
講
座｣

・
講
師　

齋
藤
絵
美
（e-cube

代
表
、
一
級
建
築
士
、
整
理
収
納

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

・
日
時　
３
月
４
日
㈬午

後
７
時
〜

・
場
所　

常
盤
公
民
館

｢

家
の
片
づ
け｣

を
通
し
て
、
自

身
の
生
き
方
や
家
庭
生
活
を
振
り

返
り
、
職
場･

家
庭･

地
域
な
ど

に
お
い
て
多
様
な
働
き
方
、
生
き

方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

太

田

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ
・

卓
球
大
会
の
開
催

　

冬
の
恒
例
行
事
、
囲
碁
・
将

棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ
・
卓
球
の
各

種
目
で
勝
ち
抜
い
て
勝
利
を
つ
か

も
う
！
大
人
か
ら
子
供
ま
で
、
初

心
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

今
回
は
太
田
地
区
公
民
館
と
常

盤
地
区
公
民
館
の
共
催
で
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
期
日　
３
月
22
日
㈰

午
前
９
時
〜
12
時
終
了
予
定

（
た
だ
し
囲
碁
、麻
雀
は
16
時
ま
で
）

・
場
所　

太
田
公
民
館
（
太
田
地

区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

・
参
加
費　
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

・
種
目　

囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
、

オ
セ
ロ
、
卓
球

　

お
昼
に
は
参
加
者
全
員
に
カ

レ
ー
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

申
込
先　

太
田 

公
民
館

☎
65
４
５
７
９

岡

山

◇
新
春
書
初
め
大
会

　
１
月
３
日
、
新
春
書
初
め
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
学
校
か
ら
出
さ

れ
た
宿
題
と
公
民
館
か
ら
出
さ
れ

た
課
題
作
品
の
２
点
、
桒
原
講
師

の
指
導
の
も
と
１
年
間
の
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
作
品
に
し
ま
し
た
。

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
大
会　

参
加
者
募
集

　

各
部
門
と
も
３
位
ま
で
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
。
地
区
の
皆
様
と
一

緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

各
戸
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

チ
ラ
シ
を
参
考
に
大
勢
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
期
日　
３
月
８
日
㈰

午
前
８
時
45
分
〜

・
場
所　

岡
山
公
民
館

・
参
加
料　
１
，
５
０
０
円

（
昼
食
・
ド
リ
ン
ク
付
き
）

・
申
込
み
締
切　
２
月
28
日
㈮

・
申
込
先　

各
集
落
館
長
又
は
岡

山
公
民
館　
☎
69
２
０
１
０

「昔の手紙や文書を読んでみたい！でも読めない！」そんな方々を対象に、ゆっくりのんびり、自分のペー
スで古文書の読み方を身につけるための、初心者の方限定の会を立ち上げます。「黒姫物語」について書か
れた資料などをテキストとします。ご興味を持たれた方はぜひ、ふるさと館までお問い合せください。

第１回は３月３日（火）午後２時～（毎週火曜日開催予定）

「のんびり古文書を読む会」はじめます

水
害
の
歴
史

寺
子
屋
い
い
や
ま
公
開
講
座

　

昨
年
の
台
風
第
19
号
豪
雨
は
、
日
本
各
地
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
内
に
お
い
て
も
多
数
の
浸
水
被
害
が
発
生

し
、
現
在
で
も
不
便
な
生
活
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

も
お
ら
れ
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
機
に
、
市
街
地
を
中
心
と
し
た
市
内

の
水
害
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
講
師 

長
瀬　
哲（
飯
山
市
教
育
長
）

■
日
時 

令
和
２
年
３
月
15
日
㊐

午
後
２
時
15
分
〜

■
場
所 

飯
山
市
公
民
館　
講
堂

（
入
場
無
料
）

日 時

場 所

お問合せ・申込先　飯山市ふるさと館　☎ 67-2030

飯山市ふるさと館

▲ 昭和58年の水害写真
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趣　
味
・
実　
用

人
間
の
ト
リ
セ
ツ

黒
川
伊
保
子

ボ
ク
は
や
っ
と
認
知
症
の
こ
と
が
わ
か
っ
た

長
谷
川
和
夫

今
さ
ら
聞
け
な
い
農
薬
の
話
き
ほ
ん
の
き

農

文

協

ハ
ッ
ピ
ー
★
ベ
ビ
ー
ケ
ア

宮

野

孝

一

発
酵
は
お
い
し
い
！

ferm
ent books

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ヒ
ス
ト
リ
ー
ブ
ッ
ク

ジ
ェ
ロ
ー
ム 

ポ
ー
レ
ン

レ
ス
キ
ュ
ー
ナ
ー
ス
が
教
え
る
プ
チ
プ
ラ
防
災

辻　

直

美

定
時
で
帰
る
女
性
の
仕
事
ル
ー
ル
と
時
間
術

冨

山

真

由

定
年
後
も
働
き
た
い
。

松
本
す
み
子

わ
か
ら
な
く
て
も
、
こ
こ
ろ
は
あ
る

山

登

敬

之

ぼ
け
ま
す
か
ら
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
信

友

直

子

自
衛
隊
式
片
づ
け
術

畠

山

大

樹

関
節
・
骨
を
守
る
２
９
５
の
Ｑ
＆
Ａ
辞
典

「
き
ょ
う
の
健
康
」番
組
制
作
班

「
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学
」
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と

フ
ァ
ラ
デ
ー

よ　
み　
も　
の

教
場

長

岡

弘

樹

騒
が
し
い
楽
園

中

山

七

里

梅
と
水
仙

植
松
三
十
里

稚
児
桜

澤

田

瞳

子

向
田
邦
子
の
本
棚

向

田

邦

子

山
岳
捜
査

笹

本

稜

平

熱
源

川

越

宗

一

君
が
い
な
い
と
小
説
は
書
け
な
い

白

石

一

文

新
青
春
の
門

五

木

寛

之

背
高
泡
立
草

古

川

真

人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ズ

堂

場

瞬
一

雲
を
紡
ぐ

伊

吹

有

喜

今
日
も
お
疲
れ
さ
ま

群

よ

う

こ

平
蔵
の
母

逢

坂　

剛

て
し
ご
と

あ
さ
の
あ
つ
こ

卍
ど
も
え

辻

原　

登

太
平
洋
食
堂

柳　

広

司

郷　
土

北
信
濃
歴
史
漫
遊
辞
典

関　

保

男

２
０
１
９
台
風
19
号
長
野
県
の
災
害
報
道

信
濃
毎
日
新
聞
社
編
集
局

諏
訪
の
神
様
が
気
に
な
る
の

北

沢

房

子

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

 

　表紙の鼓を打つ凛とした佇まいの
女性―。女人禁制の世界で、歌舞伎
囃子方の芸を次世代に継ぐ為、家の
芸を背負った田中佐太郎。家元の三
女の彼女がいかに稽古し、三人の息
子達を育て上げたのか。信念を持っ
て伝統芸能に生きる姿に胸打たれ
る。家族の語る話も興味深い。

『
鼓
に
生
き
る
』　

 

歌
舞
伎
囃
子
方 

田
中
佐
太
郎

  　

田
中
佐
太
郎
・
氷
川
ま
り
子 

著

◇ 図書館カレンダー ◇
3/1 日 10:30 ～おはなしひろば
2 月 休館日
3 火
4 水 移動図書館車③温井 ･秋津
5 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
6 金 移動図書館車④太田・富倉
7 土
8 日 10:30 ～ブックスタート
9 月 休館日
10 火
11 水 移動図書館車①北原 ･常盤
12 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車②今井・西大滝
14 土
15 日 10:30 ～おはなしひろば
16 月 休館日
17 火
18 水 移動図書館車③温井 ･秋津
19 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
20 金
21 土
22 日 10:30 ～おはなしひろば
23 月 休館日
24 火
25 水 移動図書館車①北原 ･常盤
26 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車④太田 ･富倉
28 土
29 日 10:30 ～おはなしひろば
30 月 休館日
31 火

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本
らいぶらりブックレビュー

◇ 図書館カレンダー ◇

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

淡  交  社

★ 

リ
ス
ト
が
あ
り
ま
す

　
ど
ん
な
タ
イ
ト
ル
の
も
の
が
あ

る
の
か
？
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

図
書
館
で
所
蔵
す
る
大
活
字
本

を
ジ
ャ
ン
ル
別
、
著
者
名
別
に
整

理
し
た
「
大
き
な
活
字
の
本
」
リ

ス
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
カ

ウ
ン
タ
ー
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
持
ち
い
た
だ
き
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

大
活
字
本
の
中
で
貸
し
出
し
が

多
い
本
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
★ 

大
活
字
本
に
つ
い
て

　
「
大
活
字
本
」
と
は
、
通
常
の

活
字
の
大
き
さ
で
は
本
が
読
み
に

く
い
方
の
た
め
に
、
大
き
く
見
や

す
い
書
体
で
書
か
れ
、
行
間
な
ど

を
調
整
し
て
読
み
や
す
く
し
て
い

る
本
の
こ
と
で
す
。
通
常
は
１
冊

で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
本
も
、
大

活
字
本
に
な
る
と
分
冊
に
な
っ
て

い
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

目
に
や
さ
し
く
、
読
み
や
す
い

と
い
う
こ
と
で
好
評
で
、
ど
な
た

で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★ 

何
冊
く
ら
い
あ
る
？

　
大
活
字
本
は
人
気
の
小
説
、
著

名
人
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
読
み
物
、

音
読
の
本
、
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
の
本
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

で
約
１
３
０
０
冊
の
タ
イ
ト
ル
を

揃
え
て
い
ま
す
。
閲
覧
室
内
で
は

カ
ウ
ン
タ
ー
付
近
の
書
架
に
大
活

字
本
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
、
実
物
を
手
に
取
っ
て
、
活

字
の
大
き
さ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
背
表
紙
の
貸
出
記
号
の
下

に
、
緑
色
の
丸
い
シ
ー
ル
が
貼
っ

て
あ
る
の
が
大
活
字
本
の
目
印
で

す
。新
刊
も
随
時
入
り
ま
す
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
図
書
館
協
会
小
中
学

校
図
書
館
部
会
主
催
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
、
飯
山
市
及
び
栄
村
の
小
中

学
生
か
ら
、
今
年
度
は
87
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

飯
水
支
部
で
の
審
査
を
経
て

29
作
品
を
県
の
審
査
へ
応
募
し
た

結
果
、
金
賞
に
２
名
、
銀
賞
に
７

名
、
銅
賞
に
４
名
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
入
賞
者
の
氏
名
及
び
学
校
名

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

金
賞　

林 

優
里
奈   

東　
小
３

　
　
　

吉
原 

想
人　

秋
津
小
５

銀
賞   

田
中 

希
果　

常
盤
小
３

　

      

宮
澤 

頼
央　

戸
狩
小
３

　
　
　

髙
野
晃
太
郎 

東   

小
３

　
　
　

松
澤 

莉
子　

秋
津
小
５

　
　
　
小
池 

柊
優　

木
島
小
５

　
　
　

藤
井 

祥
来　

東   

小
５

　
　
　

渡
邉 

真
子　

秋
津
小
６

銅
賞　

石
川 　

颯   

東　
小
２

　
　
　

藤
田 

諒
太   

東　
小
４

　
　
　

高
澤 

玲
生   

東　
小
４

　
　
　

宮
島 

愛
莉　

城
南
中
３

※
県
審
査
へ
応
募
し
た
29
作
品
を

飯
水
支
部
の
「
優
秀
作
品
集
」
と

し
て
ま
と
め
、
各
小
中
学
校
へ
配

付
し
ま
し
た
。

第
42
回
長
野
県
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

入 

賞 

者 

決 

定

貸し出しが多い本 著 者 名
最高に笑える人生 曽野　綾子
夜明けを待ちながら 五木　寛之
ふいに吹く風 南木　佳士
であいの旅 山根　基世
父の詫び状 向田　邦子
希望 曽野　綾子
その日のまえに 重松 　  清
たそがれ清兵衛 藤沢　周平
男どき女どき 向田　邦子
放浪記 林   芙美子

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
図
書
館
へ

足
を
運
ぶ
の
が
困
難
な
方
々
に
も

読
書
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
移
動
図
書
館
車
「
ゆ
き
つ
ば

き
号
」
は
た
く
さ
ん
の
本
を
載
せ

て
市
内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

季
節
を
問
わ
ず
毎
週
水
曜
日

と
金
曜
日
、
市
内
を
４
コ
ー
ス
に

分
け
、
41
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
２

週
間
ご
と
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

ゆ
き
つ
ば
き
号
で
は
一
人
10
冊

ま
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
読
み

た
い
本
が
無
け
れ
ば
予
約
や
リ
ク

エ
ス
ト
も
可
能
、
新
規
利
用
登
録

も
で
き
る
た
め
、
本
館
と
同
様
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市
内
在
住
で
な
く
て
も
、
市
内

の
会
社
に
勤
務
、
市
内
の
学
校
に

在
学
し
て
い
る
方
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

CD貸出もご利用ください
　図書館ではCDの貸し出しも行っており、クラ
シックなどの音楽CDをはじめ、朗読、民謡、落語、
ラジオ深夜便など各種テーマで揃えています。
　この度は卒業ソング、万葉集や随筆の朗読CD
のほか、話題の講談師、神田松之丞の講談CD
などが新着となりました。ぜひご利用ください。

　

図
書
館
で
は
、
集
落
単
位
で

行
わ
れ
て
い
る
集
落
サ
ロ
ン
へ

の
講
師
（
司
書
）
派
遣
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
は
１
月
末
ま

で
に
５
つ
の
集
落

へ
伺
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
「
本
と

仲
良
く
脳
力
ア
ッ

プ
」
を
基
本
の
テ
ー

マ
と
し
、
主
に
「
脳

力
を
き
た
え
る
は

な
し
」「
歌
」「
音

読
」「
脳
い
き
い
き

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」「
紙
芝
居
」
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
で

構
成
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と

を
通
じ
、
人
と
の

会
話
を
楽
し
み
、
手
や
指
を
使

い
、
文
字
に
ふ
れ
な
が
ら
、
脳

を
若
々
し
く
保
つ
た
め
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

本と仲良く 脳力アップ
～集落サロン講師派遣～

　

今
後
も
講
師
派
遣
を
希
望
す

る
集
落
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
図

書
館
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
落
サ
ロ
ン
以
外
で

も
各
種
サ
ー
ク
ル
や
会
議
な

ど
の
場
へ
、
読
み
聞
か
せ
や
手

遊
び
等
の
内
容
で
講
師
派
遣
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
集
落
サ

ロ
ン
と
同
様
に
図
書
館
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▲ CDの貸出期間は 2週間です

▶
昨
年
の
10
月
31
日

　
小
境
区
集
落
サ
ロ
ン
の
様
子

目
に
や
さ
し
い
本 
た
く
さ
ん
揃
っ
て
い
ま
す

― 

ど
な
た
で
も
「
大
活
字
本
」
ご
利
用
く
だ
さ
い 

―
▲現在は４代目のゆきつばき号が活躍中

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
身
近
な
と
こ
ろ
ま
で

― 

移
動
図
書
館
車 

ゆ
き
つ
ば
き
号 

―
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